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	応用
	抗原情報
	背景
	I型インターフェロン（IFN-αおよびIFN-β）によるシグナル伝達を媒介する転写調節因子。I型インターフェロンが細胞表面受容体に結合すると、Jakキナーゼ（TYK2およびJAK1）が活性化され、STAT1およびSTAT2のチロシンリン酸化が誘導される。抗ウイルス免疫において重要な役割を果たす転写因子。I型インターフェロン（IFN-αおよびIFN-β）によるシグナル伝達を媒介する。I型インターフェロンが細胞表面受容体に結合すると、Jakキナーゼ（TYK2およびJAK1）が活性化され、STAT1およびSTAT2のチロシンリン酸化が誘導される。IRF9/ISGF3Gは、リン酸化STAT1:STAT2二量体と会合し、ISGF3転写因子と呼ばれる複合体を形成し、核内に移行します。 ISGF3 は IFN 刺激応答要素 (ISRE) に結合してインターフェロン刺激遺伝子の転写を活性化し、細胞を抗ウイルス状態に導きます。
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	Jurkat 細胞溶解物中のインターフェロン調節因子 9 発現のウェスタン ブロット分析。

